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後期リーグ戦プログラム販売！ 

ID「@jufa_kanto」で検索 

友だち追加をお願いします 

 

☆公式 LINE＠はじめました☆ 

 11/7 

 

文・内藤悠史 

11/24 

 
(土) 

 

11/25 

  

関東リーグ所属 24 大学の全選手を紹介！ 

巻頭企画の椎本邦一鹿島アントラーズスカウ

ト担当部長と名古新太郎選手(順天堂大学)

の対談にも注目……！ 

各チームの PICK UP PLAYER や前期リーグ

の順位変動などのチーム情報も掲載。 

観戦のお供に是非ご購入ください！ 

○一般価格：1,000 円 

○KUSS会員価格：800 円 

 

 

専修大学 対 流通経済大学 

『JR東日本カップ 2018 第 92回関東大学サッ

カーリーグ戦』は第 21 節を迎える。前節で早稲田

大学の優勝が決まり、国士舘大学に続いて東京国

際大学の 2 部降格も決定。残り 2 試合の注目はイ

ンカレ出場権争いだ。総理大臣杯を制した明治大

学を除く上位 6 大学が関東代表として出場切符を

掴む中、早大と 2 位の筑波大学は全国行きが決定。

残り 4 枠を懸けた争いから目が離せない。 

専修大学は現在 10 位。出場圏内の 7 位東洋大学

とは勝点 5 差で、残り 2 戦で連勝すれば逆転の可

能性があるものの、インカレ出場は極めて厳しい

状況だ。後期は開幕後 4 分 5 敗と低迷は深刻。前

節は順天堂大学との打ち合いの末、3-3 で引き分

けた。東国大の敗戦によって 1 部残留が確定した

が、源平貴久監督は「内容はよくなかった。自信

がないのか、単純な技術的な部分が足りない」と

険しい表情。攻撃時のミス、ボールロストが複数

失点を招いている現状を指摘し、「こういう苦しい

試合で“勝ちたい”気持ちを出すことが必要だが、

できていないのが残念」と選手の奮起を促してい

た。 

早稲田大学 vs 法政大学                
味の素フィールド西が丘 12:00Kickoff  

 

対する流通経済大学は 8 位。昨季のインカレ

王者が、出場権獲得に向けて崖っぷちに立たさ

れている。7 位東洋大とは勝点 1 差で、今節で

勝てば 6 位浮上の可能性もあるが、敗れた場合

には最終節を前に涙を飲む可能性もある。前節

は 2 点差を挽回して 2-2 のドロー。後半アディ

ショナルタイムの劇的同点弾で筑波大の勝利

を阻み、逆転優勝の望みを奪ってみせた。茨城

ダービーで意地を見せた形となった中野雄二

監督は「課題は多かったけど、最後に追い付い

たので…」と第一声。「首の皮一枚でインカレ

出場につながったことに尽きる」と続けた指揮

官は、逆転での出場権獲得を目指して残り 2 試

合に臨む。 

後期 9 戦勝ちなしの専大としては、とにかく

1 勝を収めることが目標となる。対する流経大

も 3 戦未勝利で、インカレ出場に向けて是が非

でも勝点 3 を掴まなければならない。苦しむ両

者だが、気迫に満ちた熱戦に期待したい。 

 

前期の対戦：専大 2-1 流経大 

桐蔭横浜大学 vs 東京国際大学 
県立保土ヶ谷公園サッカー場 14:00Kickoff 

  

(土) 

 

11/24 

 

 

(土) 
11/24 

(日) 

 

東洋大学 vs 国士舘大学 
栃木市総合運動公園陸上競技場 14:00Kickoff  

駒澤大学 vs 筑波大学 
柏の葉公園総合競技場 14:00Kickoff 

 

順天堂大学 vs 流通経済大学 
中台運動公園陸上競技場 14:00Kickoff 

 

専修大学 vs 明治大学 
埼玉スタジアム 2002第 2グラウンド 14:00Kickoff 

 

11/24 

 

 

(土) 

 
(土) 

 

 

11/24 

 

   

前節(第 20 節)の結果 

節)の結果 

  

得点ランキング アシストランキング 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 点 岡田優希(早稲田大学) 

12 点 村田航一(明治大学) 

12 点  旗手怜央(順天堂大学) 

11 点  上田綺世(法政大学) 

10 点  武田太一(早稲田大学) 

10 点  三笘薫(筑波大学) 

10 点 髙澤優也(流通経済大学)  

       以下 9 得点 4 名 

 

 

 

    

   

   

        

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

関東大学サッカーリーグ戦の情報は（一財）関東大学サッカー連盟公式サイトへ！ 

www.jufa-kanto.jp 

11 アシスト    相馬勇紀(早稲田大学) 

7 アシスト    森俊貴(法政大学) 

7 アシスト   松崎快(東洋大学) 

7 アシスト    イサカゼイン(桐蔭横浜大学) 

6 アシスト  三笘薫(筑波大学) 

6 アシスト  中原輝(駒澤大学) 

6 アシスト  中山克広(専修大学) 

        以下 5 アシスト 4 名 

 

 

OFFICIAL  MATCHDAY  PROGRAM 
   Division1    No.20(第 21 節) 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

―――――― 

 

協力：内藤悠史 発行:(一財)関東大学サッカー連盟 

JR 東日本カップ 2018 第 92 回関東大学サッカーリーグ戦 

専修大学 3－3 順天堂大学 

早稲田大学 2－1 東京国際大学 

法政大学 1－1 国士舘大学 

流通経済大学 2－2 筑波大学 

桐蔭横浜大学 0－0 東洋大学 

明治大学 1－0 駒澤大学 

 



10 名古 

2 柳澤 

29 山原 

4 山川 
出場停止：なし 

警告 3 回：高嶺朋樹(筑波大) 

 

出場停止：なし 

警告3回：村松航太(順大)・旗手怜央(順大) 

 

 

 

 

28 角田 

 

20 知久 2 加藤 

6 石上 23長倉 26 新関 

15 鈴木 

猪俣主真(駒大･DF･1 年) 

もし出場のチャンスをもらえたら、自分のできることを

徹底して、チームの勝利に貢献したいです。 

 

岩下航(桐蔭大･DF･2 年) 

集中応援なので勝ちたいです。 

 

 

 

 

 

22 長谷川 

3 三國 

28 渡邉 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

20 猪俣 

Ho  

25 桧山 

2 須藤 

12 大谷 

 

 

8 栗島 

16 薬真寺 

10 中原 

11 相馬 

7 金田 

14 坂本 

 

3 星 

出場停止：なし 

警告 3 回：高橋潤哉(駒大) 

 

 

4 伊勢 

 岡田優希(早大･FW･4 年) 

優勝した姿、優勝に値する姿を示します。 

 

旗手怜央(順大･FW･3 年) 

優勝が決まったチームとの試合になりますが、一試合で

も多く勝って順位を上げることを考えて試合に挑みたい

と思います。 

 

 

駒澤大学 VS 桐蔭横浜大学 

8 渡辺 

 

11 月 17 日(土) 11:30 

相模原 

 

18 小柏 

 

明治大学 VS 筑波大学  11 月 17 日(土) 11:30 

味スタ西 

早稲田大学 VS 順天堂大学 

7 三笘 

8 高嶺 

21 千田 

あ 

11 月 17 日(土) 14:00 

味スタ西 

常本佳吾(明大･DF･2 年) 

今節は集中応援なので、チームの良さがピッチ内外に沢

山見えると思います。関東 1 部リーグ 2 位という目標を

達成できるよう万全の準備をしたいと思います。 

知久航介(筑波大･MF･2 年) 

優勝の可能性は消えてしまいましたが、インカレに向け

て残り少ない試合を無駄にしないよう、全力で闘いたい

と思います。 

 

 

9 村田 

 

10西澤 

23常本 

 
25 森下 

 

5 袴田 

 

6 大塲 

2 岩武 

33 犬飼 

1 児玉 

あ 布陣は前節のメンバーを参考にした予想です。 

 桐蔭大 

14 中村 

  

6 安部 

6 鈴木 

 濵 

 

3 上夷 

あ 

1 長沢 

 

 

 

あ 

筑波大 

 明大 

30 阿部 

4 鍬先 

 

9 武田 

 

1 角井 

早大 

 駒大 

10 岡田 

 順大 1 佐藤 

38冨樫 

 

2 牧野 

14 菅原 9 滝沢 

 

17 工藤 3 大桃 6 冨田 

11 室町 

7 山下 15 橘田 

2 小田島 4 眞鍋 

 

34佐藤 6 岩下 

8 イサカ 

 

 

 

 

出場停止：なし 

警告 3 回：ディサロ燦シルヴァーノ(法大)  

 

 

出場停止：なし 

警告 3 回：高橋和洋(東国大)・石田勇大(東国大) 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 浅利 

10 坂元 

 

14 野本 

11 森 

oooo 

11 小林 

 

23 宮本 7 近藤 

9 町田 

11 岡崎 

 
10 新垣 23 菊地 

4 大西 3 西村 

13末木 

11 中山 

21 松本 

 

あ 

法政大学 VS 東洋大学 
11 月 17 日(土) 14:00 

   相模原 

 

中杉雄貴(専大･MF･3 年) 

今節こそ勝てるように、チーム一丸となって頑張りたいと

思います。 

 

菊地泰智(流経大･MF･1 年) 

インカレ出場に向け、勝てるように頑張ります。 

  

7 葛谷 

 

東京国際大学 VS 国士舘大学 

10氣田 

11 月 17 日(土) 11:30 

たつのこ 

17遠藤 

専修大学 VS 流通経済大学 

28 桐林 

 

あ 

2 坂本 

 
4 土田 

  

6 坪川  

6 小林 

8 高橋 

 
5 渡辺 

 

15鹿沼 

4 花房 

 

たた 

5 山岸 2飯野 

1 オビ 

あ 布陣は前節のメンバーを参考にした予想です。 

 流経大 

3 住吉 

25宮本 

3 浦上 

ディサロ燦シルヴァーノ(法大･FW･4 年) 

次の試合、チーム全員で必ずインカレ出場を勝ち取りま

す。 

 

渡辺星夢(東洋大･DF･4 年) 

どの試合も負けられません。練習から切り替え、インカレ

出場を目指して、全員で頑張りたいと思います。 

 

 

 

1 岩渕 

 

あ 

 国士大 

大 

16 長谷川 

44 山岸 

あ 

 

11 月 17 日(土) 14:00 

たつのこ 

 

 

14 岡本 

 専大 

6 明本 

法大 

東洋大 

出場停止：なし 

警告3回：葛谷将平(専大)･本村武揚(流経大)･小野原和哉(流経大) 

第) 

 

23 関口 

13 浜野 

17高木 

小木曽佑太(東国大･DF･3 年) 

今節は降格が決まっていますが、国士舘大学は来年も戦

うことになる相手です。勝って来年に繋がるように全力

で戦います。 

松岡大智（国士大･FW･2 年） 

今節に出場する機会があれば、結果を求めてやりたいで

す。 

 

 

30 橋本 

2 広滝 

9 髙澤 

28 伊藤 

8 河上 

6 石田 

1 村上 

あ 

3 野々村 

 東国大 

16 鈴木 

5 秋元 

22 菅野 3 中村 

27 蓑田 

2 高橋 4 小木曽 

7 松崎 

 

 

3 前谷 

9ディサロ 

10 青柳 

8 柳園 

13 音泉 

9 信末 

10 大石 14髙橋 



古豪・早稲田大学が 3 年ぶり 27 回目の優勝！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 「気持ちは完全に来週でしたね」。早稲田
大学の外池大亮監督は、試合直後の様子をそ
う語った。第 20 節の早大の優勝条件は、早
大の勝利と 2 位・筑波大学の引き分け以下の
結果。早大が 2-1 の逆転勝利で東京国際大学
を下したとき、筑波大はまだ流通経済大学に
2-1 でリードしていた。誰もが「優勝決定は
来週」と思っていたその矢先、アディショナ
ルタイムに流経大が追いつき、筑波大は引き
分けで試合終了。その瞬間、早大の 3 年ぶり
27 回目の優勝が決まった。 
 今年 2 年ぶりに 1 部に復帰した早大は、前
期リーグを 9勝 1分 1敗の好成績で終え首位
ターン。しかし、後期初戦でいきなり明治大
学に 1-6 という大敗を喫してしまう。続く桐
蔭横浜大学戦でも引き分け、ようやく後期初
勝利を挙げたのは 3 試合目となる専修大学
戦だった。メンバーを大きく変え、“新しい
早稲田”を目指して戦ったこの試合を振り返
り、外池監督は「あの試合の集中力。苦しい
中でも個の力、そしてチームとしても“やら
れない”という空気感。最後まで諦めない、

際のところで戦えるという強さが重なった
とき、このチームは本当に大事なところで踏
ん張れると思った」という。 
 第 20 節の東国大戦では、試合序盤の 7 分
に先制点を許したが、慌てることなく対応。
35 分には左サイドから切り崩し、4 日前に名
古屋の選手としてプロ初ゴールを決めた MF
相馬勇紀（4 年／名古屋内定）が同点弾。そ
して前半終盤の 42 分には、主将の FW 岡田
優希（4 年／町田内定）がゴールを決め、逆
転に成功する。東国大にとっては 1 部残留の
懸かった大事な試合だったが、早大は後半も
粘り強い守りで 1 点差を守り切った。外池監
督の「大事なところで踏ん張れる」という期
待に応える形で、見事優勝を引き寄せた。 
 就任1年目で優勝という結果を出した外池
監督は、「選手たちには、常に変化しろと言
ってきました」とコメント。「変化すること
が成長だ」とも。学生が主体となって議論を
戦わせ、戦術や先発選手、トレーニング方法
を変化させてきた早大。その“変化”が優勝
という結果に結実した。 

 

JR 東日本カップ 2018 第 92 回関東大学サッカーリーグ戦 

――――――――――――――――――――――――――
取材・文：飯嶋玲子 発行:(一財)関東大学サッカー連盟 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

Division1    No.20 （第 21 節） 

OFFICIAL  MATCHDAY  PROGRAM 

【岡田優希（4 年・FW・主将）】
正直、今日の東国大戦で先制点を取られた時は東洋
大学戦（第 18 節 1●6）のことを思い出しました。
だからこそ自分が崩れちゃいけないと思ったし、最
初からやってきたプレーをブレずに続けることを意
識しました。失点してもブレることなく、前半のう
ちに点を返せたことは大きかったと思います。そう
いう意味でも、2 度あった 1-6 の試合は乗り越えら
れたと思っています。自分が 1 年生のときの優勝は、
早大が一度崩れてから、古賀聡監督（当時）が作り
直した、“古賀早稲田”の集大成みたいものでした。
僕たちはそれを見て育ってきましたが、そこからひ
とつ乗り越えて、新しい早大、3 年前と違う優勝を
したいと思っていました。これまでいろいろなこと
をピッチ内外で取り組んできて優勝にいたったの
は、本当に価値のあることだと思っています。ただ、
このチームが優勝にふさわしいと思ったことは一度
もありません。常に何かが足りないと思っていたし、
そのために課題に取り組んできた。結果ではなくそ
の過程を、僕も外池監督も注目していました。勝っ
たから OK ではないし、1-6 で負けたからダメとい
うわけでもない。そうやって進められたことが、こ
のチームが優勝できた理由だと思います。 
 
【小島亨介（4 年・GK）】 
（U-21 代表の UAE 遠征に参加するため）優勝に立
ち会えるのは今日しかなかったので、今日優勝を決
めることができて本当に良かったです。試合前にも
他会場の結果次第という話はほとんどなく、「ただ今
日の試合を勝つだけ」としか言われませんでした。
だから逆に目の前の試合に集中できたし、個人的に
もいいセーブが見せられた。締まった試合になって
よかったと思います。 
 
【相馬勇紀（4 年・MF）】 
今日のゴールも（11/6 J1 第 28 節の）セレッソ大阪
戦のゴールと同じで、ペナルティエリア内でのポジ

ショニングを意識しました。一発でシュートを打て
るところにピタッとトラップできたので、勝負あり
だったかな、と思います。プロの世界でも早大でも、
ハードワークすることや切り替えのスピードが大
切なのは同じ。今日は立ち上がりが悪かったので、
球際の強度と切り替えの強度を訴え続けてプレー
しました。優勝したうれしさというより、チームや
自分を支えてくれたすべての人にありがとう、と言
いたい。ゴール後のパフォーマンスはその意味もこ
めて、ピッチの上に「ありがとう」と書きました。 
 
【大桃海斗（３年・DF）】 
今年はメンバーを固定することなく、戦い方も毎試
合自分達で変え、様々な変化を求めてきました。そ
れが優勝という結果を出せた要因だと思います。け
れど結果を出してくれたのは常に 4 年生。この優勝
は 4 年生のおかげだと思っています。リーグ戦を振
り返って一番辛かったことは、1 試合で 6 失点する
試合が 2 試合あったことです。毎試合失点をしてし
まう、自分の力の無さも痛感させられました。大敗
した後の試合でどのような姿を見せられるか。それ
が、早大が優勝にふさわしいチームであるかを試さ
れているとも感じていました。東国大戦で早い時間
に失点したことは突き詰めなければならないこと
ですが、前半のうちに 2 点を取れたことは、チーム
としても個人としても、ブレずに勝つためのプレー
をやり続けられたからだと思っています。 
 
【武田太一（3 年・FW）】 
東国大戦は、まず目の前の試合に勝つということを
意識しました。また後期に入ってからゴールでチー
ムに貢献していなかったので、点に貪欲にプレーす
ることを意識しました。正直、優勝できる手応えを
感じたことはありませんが、監督が変わってチーム
が一新された中、さまざまな取り組みをしながらや
ってきたことが、優勝という形で実を結んだこと
を、とてもうれしく思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屈辱の 2 部降格から 2 年、早大が甦った！ 

～11/10 選手優勝コメント～ 

【準々決勝】 
12 月 17 日(月) ①11:00 ②13：30 
於：味フィ西、浦安、柏の葉、熊谷 
 
【準決勝戦】 
12 月 19 日(水) 13:00 
於：味フィ西、NACK5 

 

【決勝戦】 

12 月 22 日(土) 13:00 
於：浦和駒場 

 平成 30 年度 第 67 回全日本大学サッカー選手権大会 

■日程■ 
 
【1 回戦】 
12 月 12 日(水) ①11:00 ②13：30 
於：BMW ス、浦安、柏の葉、熊谷 
 
【2 回戦】 
12 月 15 日(土) ①11:00 ②13：30 
於：味フィ西、浦安、柏の葉、熊谷 

■会場正式名 
浦和駒場=浦和駒場スタジアム、味フィ西=味の素フィールド西が丘、NACK5=NACK5 スタジアム大宮、 
柏の葉=柏の葉公園総合競技場、浦安=浦安市運動公園陸上競技場、熊谷=熊谷スポーツ文化公園陸上競技場 


